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～基本構想を策定するにあたって～
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総合計画とは？
都留市役所 企画課企画担当

“ まちの未来の設計図 ”
今から10年くらい先までの、まちづくりの目標や施策内容を書いたもの

〇地域づくりの最上位に位置付けられる長期展望をもった行政運営の
総合的な指針となる計画

言い換えると

総合計画を作る目的

01

市民の声を聞いたうえで市民
がどんな町にしたいか決める
ことができる。

02

予算や事業の方向性をそろえる
ことができる。

03

市役所の全ての計画の土台に
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”都留市の現状①”
都留市役所 企画課企画担当

人口

都留市の人口は、2000年をピークに緩やかな減少傾向にある。
2025年の実数は12年前に計測した推計値とほぼ同じ
2045年前後で人口が20,000人を割る。
2065年には都留市の人口は11,568人になると予想

11,568

18,531

実数：30,316人
（2025年国勢調査速報）
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”都留市の現状②”
都留市役所 企画課企画担当

人口ピラミッド

都留市の「人口ピラミッド」は「壺型」
他市町村にない特徴として、20～24歳の人口、特に女性人口が極端に多い
25～40歳までの層が少なく、地域での就職難により若年層が市外へ流出している
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アンケート結果

7

重要度低・満足度高 重要度高・満足度高

重要度高・満足度低重要度低・満足度低

重要度低・満足度高 重要度は低いものの、満足度が高く「引き続き維持」していく必要があるもの

重要度高・満足度低 重要と感じている項目ではあるものの、満足度が低いため「優先的に解決」すべきもの

重要度低・満足度低

重要度高・満足度高 重要度が高く、満足度も高い「重点的に維持」していく必要があるもの

重要度は低いものの、地域社会を維持するために満足度を高めていくべきもの

上記青枠は、「重要度が高く満足度が低いもの」であるため、優先的に解決する必要があります。子育て支援や地域
福祉、学校教育の推進、公共交通の整備の対応が求められています。あわせて、その他の分野についても引き続き市
民の理解や関心を高めていく必要があります。
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アンケート結果

★第６次都留市長期総合計画のアンケート結果

●「市内の賑わいについて」は、10代および50代以上は悪くなったと回答した割合が高く、特
に50代以上は顕著である一方、20代から40代の市民は良くなっと回答した割合が高い。

●「労働求人」については、ほぼ全世代を通して労働求人については悪くなったと回答。

●「行事やイベントなどの地域活動について」は、60代、70代を除く世代で良くなったと回答。

●「市民レベルでのまちづくり活動」、「学生レベルでのまちづくり活動」、「市外や県外からの都
留市の評価」、「観光客の来訪について」、「市内の大学について」、「市の取組全般について」
はおおよそ高い評価を得ている。

★特に本市の特色の１つでもある「市内の大学について」や「市の取組全般について」は高い評
価を受けており、一定の評価をいただいているため、施策・政策においては“第６次都留市長期
総合計画”を基本として“第7次都留市総合計画”を策定していく方針である。

国勢調査
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第７次都留市総合計画の市民WGは5月～7月にかけて計3回行いました。
１回目の会では「都留市の課題」や「都留市の長所」をワークショップ形式で出
し合い、第2回目のWGではデータを見ながら政策・施策を協議いたしました。
また、３回目では「まちづくりのテーマ」を決め、それをもとに将来像を決定
いたしました。

WGについて
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WGの結果

「学びと活力で未来をひらく」
安心のまち つる
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